






















































































に気混は稲作期間(4月-10月)を通じ冷涼で¥ また，春遅< (加藤 [1983]p.77によると，盛岡の平均












190Cとしよう。図 1に示した気温の度数分布から， 190C (AB線)以下の温度になる確率はおよそ30
分の lである。つまり，統計的に， 30年に一度は大冷害に見舞われる勘定になる。次に，この両月
の過去における平均気温がかりに 1度低い20.30Cであったらどうなるか? 凶作の起こる確率は一














図1 宮古 7， 8月平均気温の分布
(1883~1970年 n=88)
← 0.5 +0.5 
1.5 21.3'C + 1.5 
(出所)山本武夫『気象の語る日本の歴史J p.20 
が，岩手県『昭和9年岩手県凶作誌J (昭和12年)p.3によると実際のこれらの年の 7，8月の平均気温















































































9 : 22: 8 (外に嬬2)となる。稲の数では中手を挟んで早雫晩はほ同比率という品種構成であった:




















































品種名 反当収量 出稼日 収穫日 早 晩(石) (月 日) (月 日)
ー十日早稲 1，640 8. 16 10. 13 早
鬼将軍 1，625 8. 16 10. 16 
天長者需 1，575 8. 16 10. 16 
イ呆 村 1，375 8. 18 10. 26 
半坊主 1，470 8. 18 10. 16 
津軽早稲 1，455 8. 19 10. 16 早
メ呂』 塞 1，975 8. 20 10. 26 
安倍稲 1，560 8. 21 10. 16 早(2)
関東坊主 2，065 8. 21 10. 23 
白 嬬 1，355 8. 21 10. 16 
細 稗 1，875 8. 22 10. 16 早(3)，早(4)
万作橋 1，150 8. 22 10. 20 
黒 穂 1，700 8. 22 10. 23 
'買え 屋 1，370 8. 22 10. 25 
信州|金子 1，425 8. 23 10. 16 中(2)，中(3)
文六返 1，205 8. 23 10. 16 
祝香米 1，500 8. 23 10. 18 
青手早白毛 1，412 8. 23 10. 28 
三百成 1，500 8. 24 10. 23 早(2)，中(2)
秋田坊主 1，415 8. 24 10. 16 問主(4)
近江豊後 1，755 8. 24 10. 23 晩(2)，中(2)
白短穂 1，435 8. 25 10. 23 早(3)
仙台坊主 1，825 8. 25 10. 16 早(3)，晩(4)
ダイコシ子 1，820 8. 25 10. 19 中
i愛取登後 1，960 8. 25 10. 30 
女 夫 1，855 8. 25 10. 23 中(2)，中(3)
世界一 1，725 8. 25 10. 16 晩(2)
カ 布市 1.125 8. 25 10. 23 晩
三石橋 1，552 8. 25 10. 24 
坊主二本三 1，365 8. 25 10. 22 
鍋コワシ 1，960 8. 26 10. 20 中
釜 上 1，575 8. 26 11. 2 
境 切 1，365 8. 26 10. 23 
長春早稲 1，300 8. 26 10. 16 
問主坊主 1，445 8. 26 10. 23 
遊名目 1，625 8. 26 10. 22 
大 粒 1，225 8. 27 10. 23 晩(2)
安俵稲 1，475 8. 27 10. 24 
薄 E 精 1，365 8. 27 10. 25 
パカブリ稽 1，550 8. 28 10. 16 
千葉軽子 1，520 8. 28 10. 26 
真 紫 0.575 8. 29 10. 22 晩(3，紫)，早(2，紫)
千葉錦 1，575 8. 30 10. 23 H免， B免(2)，中(2)
白豊後 1，475 8. 30 10. 23 中(2)
相馬穂 0.975 8. 31 10. 25 
愛 国 1，150 9. 2 11. 2 晩(2)，B免(3)
次郎左エ門 1，000 9. 2 10. 27 
八 y 倉 0.755 9. 2 10. 28 
国 富 0.970 9. 2 10. 23 
改良石白 1，275 9. 2 10. 26 
告リ 1.100 9. 5 10. 23 
都賀錦 0.865 9. 7 10. 23 
勧業坊主 0.640 9. 11 10. 21 
ビソクリ 0.425 9. 12 10. 30 
大 政 0.500 9. 14 10. 29 














ここで，昔=藩政時代の稲の特徴を r享保書上~ (1716-35)について一言しよう (W日本農業発達史
2 ~p.386) 。先ず， 138種のうち47種が嬬(そのうち44種は晩生)であったことに気付く。天保4年(1833)
の東磐井郡松川村『風土古今検分永代牒』の記録には，この年の凶作に際L，餅稲の減収は比較的




(1702) にも登場する稲である。安田健がまとめた『徳川期稲種分布表~ (W農業発達史 2~ p.386)に
従えば，青森地方にも登場する早生の稲はこの外に「かいとう」が l種あるのみであった。『享保書
上』以外の岩手県地方の資料1"下伊沢大肝煎雑記~ (1764-80)でも早生では「にはいわせj，i雀し

















































郡 名 町一i 種
国 稲 はl 代 岩が稲 国巾着 巾着早稲 問子黒 小国稲
戸
十兄 賀 着 蔵づサギ 。 '1 1'1巾着 1'，[ 
西九戸 イワ 11 ヒヲヌ 7 小羊稲 テウモチイ 里ポウズ
北九戸 ヲク稲 極早稲 日青山国早稲 坊王橋
北岩手 上海稲 巾着小早稲O稲 赤 餅 可1 着 大 黒
葉盛白 浦屋白 田子白 早出豊後 土手越白 j黒子餅 赤 稲
南岩手
ニ太郎稲 朝 田 ，か 青井 四十日餅 細葉餅
北関伊 自坊主 チヵナリ
オワツロ 有、子才、 小キツ 大 白 山田早 鍋シケ嬬 (1 鵠
車問伊
赤 自井刈早稲
中閉伊 上徳ワセ '"ワセ餅 。 tU 
JlJ国白稲 ュ太郎舵 海 紫標稲 小紫カフミ 問 γ 矯稲 7 ヨ悶
弁 慶 モロ早稲 清水不知 ;h、二郎 本ノ干鰭稲 太極稲 車 楕
沢内稲 安 O 稿 数ノ稲 一二郎稲 アニL八幡稲 ンョウカイ 1'tヶ崎昔日
西閉伊 亦早稲 11 m国稲 IJ 7) 切 hi切豊後 スズメワセ 亦 fi 楕 [玉l 布。
~ f量 赤 稲 黒 餅 国綜橋 朝 IR L i!Jj.杭 I'j 右目
木ノ下
。早稲 ニ太早稲 大丈図柄 二太郎稲 葉黒稲 カチノワセ スコてメワセ
南関伊
国 告'" 紫カヲミ餅 ，"' fiO 占、 F 才、盟都 儒十ベンコ
経石 士 ，.、 勤 k皇室後 江刺豊後 仙台怠後 ェ， t; 小太黒
東和賀
懐石豊後 {骨金絶 。 国 。 1i切思 f是 ，h、豊後鍋コシ 稲
西買美 イワ 11 国 続 旦陶t 後 桂子稲 輯照稲
最上鰭 。ワセ稲 ニ太秘 周子稲 。 橋 善光宇都 il 7)切餅
紫 波 子稲 大亦稲 袖振稲 'j、四良 国 官'Ii 紫カフミ餅 ;h、豊後
赤 事活 。 梼 盟餅.)也蔵プンゴ J ナフ杭，赤ニk郎稲 国プJ ゴ.背地裁杭 新01;:ν祢.om~f主 アノヲソ1"υiJラ.暁ワf11リ早セ稲
赤 毛 大 塁王 干大 早 禿 早L 橋九 O 。 嬬 1'，[ 毛
反切豊後 鹿 角 小紫嬬 ワツキリ イントケモチ アヲ豊後 ヒソヴハモチ
稗 買新潟豊後 向。豊後 坊主O標 オクパ梼 チカナ '1 r"豊後 脊 。
ス '1 ヨシ 小問良 赤箆後 高ミ 布i 。 糟 ユナタ 0 豊後
自豊後 紫カフミ 且開t f長
岩上無を 岩 赤 最上細葉 大I1ソツキリ 日 j壇 '1 k丈内ウモウ ソツキリ
小桜豊後 最上豊後 ，"'ヒゲ 咲分フンコ 赤小杭 ホソパ 7 タフン
イナザ 7 ゲソウへイ アケヤ? 自 覇市 大 4こ ツ'.クヒ クロヒゲ
江:刺・牒沢 l'j ヒゲ 青ヒゲ 4白 幸 1'，早稲 木ノ F 1 ノ F 一度化ケ
小赤子 大赤子 欲タカリ 半 。 気 1山!'i カタユウ 清水平
最上白 0')升白 H渡豊後 大黒餅 不レス 金 主ヲ 守7 松
金花山 赤 毛 丘9・鳴 f童 赤豊後 撃力フミ
西磐井
若松稲 中村黒部 ワフイブン市 イナチ?ブンゴ 最上若松 「己 F 良 IJ刀切餅
匡]稲嬬





穂揃国稲 葉カムリ餅 国稲標 ~ 1圭 才、レヨC!fi ゲンロクfiTi
(資料)岩手県勧業課 r稲穂籾蒐集元i阪J (明治13年)
「赤稲」系の 5種20例 r赤稲j，r大赤稲j，r赤稲橋」・・¥以下「稲妻」系(9例)， r白稲」系種(8 







豊後(1日 赤豊後 (6) イナヅ7プンゴ(3) 小豊後 (2) 反切豊後(2) アヲ豊後 稲妻文子
豊後系 江刺豊後 勘太豊後 懐石豊後 国ブンゴ ィ、桜豊後 桜豊後 酒田豊後
(27種45例) 咲分7ンコ 白豊後 仙台豊後 大豊後 地蔵ブンゴ 新潟豊後 早出豊後
日O豊後 日j度豊後 フライグン古 増手豊後 0 豊後 。田豊後
国稲系 国稲(12) 国稲梼 (3) 小国稲 大丈国稲 晴山国稲 穂揃国稲 山田国稲( 7種別例)
赤稲系 赤稲 (13) 赤餅 (4) 赤稲濡 赤字稲 大赤稲(5種20例)
稲妻系 イナヅ"7(5) イナヅ7 プンゴ(3) 稲妻文子( 3種 9例)
白務系 白穏 (4) 白早稲 (2) 白 事需 小丈白稲( 4種 8例)
巾着系 巾着 (2) 巾着早稲 巾着早稲O稲 国巾着 白巾着( 5種 6胃1])
最上系 最上樗 最上若松 最上細業 最上豊後 最上白( 5種 5例)
三太郎系 三太郎稲(4) 赤三太郎稲
( 2種 5例)
紫カラミ系 紫カラミ (3) 紫カラ E餅(2)
(2種 5f91]) 
鹿角系 鹿角 (3) 鹿角早稲(2)
( 2種 5例)
イワ )1 イワ川 (5)













稲の熟期については特に資料に記載がないので詳細は不明だが，稲名 I…早稲J. I…早J. I四
十日…J. Iオク…J. I晩…」からその早晩の別を判断できる稲がある。早生の場合，稲名から確認
できるこうした稲は22例(全体の15.9%)を数える。早生種はこれ以外にも当然あったから I白





































大 黒・ 白 重色 白 平田'・ 石山 賀* 黒 餅 赤 稲 小早稲
青森県地方と共通する稲種(注目 モ ロ 大 極 赤 自井 青 柄‘ 三百成 大シロ コキツ
ili 成‘
青 守主有 朝 照 赤梼早 赤文吾 イワカ‘ 高官 妻 奥 前百
国 オクシロ 木ノ下嬬 貴E 橋 黒子嬬 桜 I尺ノ内
秋田県地方と共通する稲種{注目 白早稲 臼 毛 借金絶 白坊主 清 水 白 稲* 白文吾
大 E呈・ 近 成事 テフ梼 土手越 3Jj 黒 早文吾 文 ノ、
淫!l 後 弁 慶 細 葉 最上文吾 山田早 三太郎ヨL
(注 1)青森県の稲種は明治16-27年の資料に登場のもの.農業発達史調査会『日本農業発達史2J pp.166-177 
(注2)秋田県の稲種は明治12年の資料に登場するもの:穐本洋哉 (1995)
表 5 郡別栽培品種数および他都との共通品種数(明治13年)
栽 西 ヰヒ 北 北 i菊 東 中 西 南 東 西 紫 樟 江 西 東 Fメl. 共他
士音 車リ 通郡
ロEロZ 九 九 正山玉 閉 正山玉 閉 閉 関 関 手口 手口 磐 磐 品と
種 1魯 種の
数 戸 戸 戸 手 f手 手 伊 jJt {弄 伊 賀 賀 j皮 貫 沢 井 井 1山 数
戸 (13) l 1 1 l I I (6) 
西九戸 (5) l 1 (2) 
北九戸 (4) (0) 
北岩手 (5) 1 1 1 l (5) 
北閉伊 (2) 1 (1) 
南岩手 (12) l 1 1 l (4) 
東閉伊 (9) 1 1 (2) 
中閉伊 (3) I (1) 
西閉伊 (36) 1 1 I 2 2 1 2 (13) 
南関伊 (13) 1 1 l l 1 1 (6) 
東和賀 (14) 3 (3) 
西賀美 (5) 1 l 1 1 l (5) 
紫 t皮 (28) 1 I 4 1 1 (8) 
稗 貫 (31) 1 1 1 2 l 3 4 4 2 1 (20) 
江車Ij・ 1倉沢 (47) l 2 4 l 1 (10) 
西磐井 (8) 1 l 1 (3) 
東磐井 (9) l l 2 1 l (6) 
Ji. 仙 (8) 2 I 1 1 1 l 1 (9) 
(資料)岩手県勧業課『稲穂、線蒐集元l脹J (明治13年)
15 
東和賀 (14)，二戸 (13)，南閉伊 (13)，南岩手 (12)…と続く。岩手県地方の稲種の大半は北上JI!沿
いに，とくに前4郡=北上盆地に集中して栽培きれていた様子が判明する。また，これら稲数を多
く記録した郡は，表側に示したように，ほとんどの場合他郡と共通する稲を数多く有していたこと



















































グラフ 1 1 Da当収量の変遷
Jifj flj Jifj 明砂1fij明大大大昭 IB BR 8[j 昭明
14 19 24 29 34 39 44 5 10 15 6 I 16 21 26 31 
¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ 
UJ] flJj 明~月号j 明大大大昭昭昭昭昭昭昭























品種名 大正2年 大正4年 大正6年 大正9年 大正II年 大正12年 昭和 l年 昭和3年 昭和5年 昭和7年 昭和10年 昭和1年
岩手開山 l競 4.078.6 4.201.0 2.583.4 2.906.4 948.8 1.581. 7 1.671.0 2.578.6 1.274.2 1.240.5 1.270.0 1.173.3 
豊 itl 4.092.2 2.154.8 1.945.7 1.288.2 1.040.5 1.240.8 258.2 257.7 184.6 38.7 
岩手亀ノ尾 I競 3.633.8 13.198.5 21.916.1 22.577.2 24.124.4 21.040.1 8.宮99.0 8.952.6 6.413.4 6.073.1 4.274.9 1.901.6 
五郎兵衛 2.476.1 2.147.1 1.395.0 256.1 104.4 124.5 
白 稲 2.365.1 1.164.9 1. 714.1 1. 720.8 866.8 90.0 399.8 382.2 225.7 234.2 18.8 
短 穂 1，602.3 事60.7 676.3 1.125.5 638.6 352.1 183.7 124.0 
赤 稲 1.510.3 1.160.2 1.050.9 442.4 214.5 28.1 38.0 15.3 6.2 
石 寅 760.8 459.2 585.4 177 .9 174.9 157.2 83.6 18.8 17.7 
岩手鬼特軍 l競 750.3 260.8 19.0 291.4 281.8 181.0 61.4 15.4 54.1 132.8 
岩手大極 l競 746.5 708.3 708.3 11.5 55.0 161.5 119.9 11.9 68.3 
E量 豊 後 701.0 354.2 354.2 202.0 7宮l 153.3 12.0 9.7 
j!i: 成 247.0 733.5 727.6 267.5 316.1 230.0 70.0 
五郎左エ門 130.0 250.0 334.0 429.0 94.5 
岩手豊富 I競 20.0 1.0 959.1 2.471.6 4.事04.5 5.607.6 3.825.7 2.952.2 2.513.6 1.590.7 1.320.0 
愛 盟 4.0 202.3 1.642.8 2.554.4 2.289.0 1.864.6 1.639.4 1.032.0 483.7 552.5 
岩手早生大野 l競 20.0 187.1 2.261.2 2.261.2 4.lll.6 6.295.3 6.278.6 6.335.5 6.081.6 6.199.3 5.985.4 2.371.0 
縞 豊 後 152.2 188.0 153.0 134.0 101.5 139.0 
東 郷 10.0 243.6 567.0 379.3 230.6 104.8 131.4 
八 婚 1.924.6 778.5 26.0 17.4 一一ー
(出所)山本健吾「岩手県に於ける主要水稲品種の分布と変遷に就てJ r農業及薗芸』第13巻ー1号， p.111 
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岩手県地方の稲品種の変遷




































村 名 ける 早 稲 中 手 奥 手図面積
の比 面積 ω 高 作比率付 作面積付 作面付積回E目Z 種 ロ"ロ 種 日"日 種
町反畝歩 貫
前 沢 0.30 180.4.0.00 222.251 0.10 かいどうわせ，においわせ 0.60 ふしくろ，細葉，さんすけ，き 0.30 ぷんご
のくに，はたふり
白 ，鳥 0.30 5l.0.4.80 57.105 0.10 赤しね 0.40 さんすけ，白稲，はだかり 0.50 青から.ぷんご
上衣川 0.03 130.2.9.28 130.859 0.10 0.70 しつくし.ほんどうし，近なり， 0.20 ぶんご，細葉
六郎稲
下衣川 0.10 123.6.0.00 135.397 0.10 かいどうわせ，においわせ 0.70 はだかり，品細よ業し， さんすけ， き 0.20 ぷんご
のくに，
小山村徳岡 0.30 265.3.8.24 27l.662 0.10 0.60 さんすけ，いくし，白稲，近な 0.30 ぶんご，青から
り
小山村堀切 0.20 249.2.4.12 262.327 0.10 0.60 さんすけ，白稲，いくしひげ， 0.30 ぷんご，青から
はだかり
小山村小山 0.30 10l.5.8.03 213.837 0.10 品よし，姫つる 0.90 ぷんご，白稲，黒稲.細葉
中 野 0.60 244.4.3.11 29l. 904 0.05 雀しらず，品よし，ふたふし 0.15 細業，ず白稲.ろきん姫すけ，めぐろ， 0.80 ぷんご
ねれ，きし つる
須 江 0.55 48.8.8.06 62.359 0.05 雀しらず，品よし 0.20 さんす、け， 細も業ち， 白稲，も姫つる， 0.75 ぶんご，青からぶんご
しょっもん 目黒ち
堤 尻 0.70 28.6.2.00 37.011 0.10 品よし，白わせ 0.20 さんすけ，黒しね 0.70 ぷんご
上姉体 0.73 70.0.0.22 89.106 0.10 岩川稲.品よし 0.10 さんすけ，黒しね 0.80 ぷんご
下姉体 0.35 88.3.0.06 110.384 0.10 品よし 0.20 さんすけ，黒しね 0.70 ぷんご
六日入 0.50 74.l.5.20 92.574 0.10 品よし 0.90 ぷんご，ほんどうじ，青から
上麻生 0.35 49.0.8.15 52.904 0.02 品よし 0.60 青なかりら. ほんどうじ， 南部， 近 0.38 ぷんご
目呂木 0.10 8.3.9.22 8.050 0.10 品よし 0.40 髪しろ 0.50 青から，ぷんご
関 0.70 70.9.8.15 89.460 0.20 品よし，雀しらず 0.80 ぶんご，細葉
中 畑 0.40 109.2.0.00 131.003 0.10 品よし 0.90 めぐろ.ぶんご，細葉，三助
計 0.18 1886.6.3.02 2，258.193 
平計'算 均計
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